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１. 研究分野及び題目 

（Ⅰ－３）その他の道路 DX に該当するテーマ 

２. キーワード 

防災／地震災害／空き家／人口減少／PLATEAU／緊急輸送道路／道路閉塞／物資輸送／都市間移

動／復旧／復興／GIS 

３. 研究内容 

(1) 研究の目的 

R6 年能登半島地震では多くの沿道老朽建物が倒壊して道路を塞ぎ、復旧・復興活動を妨げた。

一方，社会的課題となっている空き家の多くが老朽化している。家屋倒壊により緊急輸送道路が閉

塞した場合の影響は甚大であり、早急に対策を講じる必要がある。本研究は，茨城県データをベー

スに沿道空き家の規模を推定し、その数値をもとに全国の緊急輸送道路の閉塞確率の概算値を推

計する。閉塞による被害を定量的かつ地理的に推計し、早急に対策を講じるべき沿道空き家と道路

とを明らかにすることを目指す。 

(2) 研究のゴール 

第一に、代表者らが独自に入手した茨城県内の空き家の位置情報と、３D 都市モデル

PLATEAU の建物形状・高さ情報，道路ネットワークデータ（DRM）、緊急輸送道路の情報をマ

ッシュアップして沿道空き家を特定する。第二に、道路幅員および道路管理者別に空き家倒壊に

よる閉塞確率の原単位を算出する。その際に、精度を高めるために地域性を反映させる。最後に、

全国の緊急輸送道路に適用して閉塞による影響を推計する。分析結果を学会等で公開し、空き家

の除却や活用、さらには道路整備に関しての優先順位付けなど効率的な防災・減災対策の推進に

寄与していく。 

 


